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６
月
13
日
告
示
、
同
22
日

投
票
の
都
議
選
と
７
月
の
参

院
選
で
の
躍
進
を
め
ざ
し
、

日
本
共
産
党
は
11
日
、
Ｊ
Ｒ

池
袋
駅
西
口
（
豊
島
区
）
で

街
頭
宣
伝
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。

　

田
村
智
子
委
員
長
は
、
都

議
選
も
参
院
選
の
い
ず
れ
も

ど
の
党
を
選
ぶ
か
が
焦
点
だ

と
強
調
し
、「
比
例
は
共
産

党
」
と
広
げ
て
、
小
池
晃
氏

は
じ
め
比
例
候
補
５
人
を
押

し
上
げ
、
そ
の
勢
い
で
東
京

都
選
挙
区
で
は
吉
良
よ
し
子

氏
を
当
選
さ
せ
、
都
議
選
で

の
前
進
を
勝
ち
取
ろ
う
と
訴

え
ま
し
た
。

　

田
村
氏
は
物
価
高
か
ら
暮

ら
し
を
ど
う
守
る
か
が
大
争

ま
ち
づ
く
り
交
通
対
策
特
別
委
員
会
が
北
戸
田
駅
、戸
田
駅
を
視
察

ま
ち
づ
く
り
交
通
対
策
特
別
委
員
会
が
北
戸
田
駅
、戸
田
駅
を
視
察

環
境
空
間
　

環
境
空
間
　
活
用
は
住
民
合
意
が
基
本

活
用
は
住
民
合
意
が
基
本

点
だ
と
述
べ
、
党
の
「
物
価

高
騰
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
緊

急
提
案
」（
①
消
費
税
廃
止

を
め
ざ
し
緊
急
に
５
％
へ
の

減
税
②
物
価
高
に
負
け
な
い

賃
上
げ
③
医
療
危
機
と
介
護

崩
壊
を
止
め
る
）
の
実
現
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
田
村
氏

は
、
党
の
「
緊
急
提
案
」
は

大
企
業
優
先
の
ゆ
が
み
を
た

だ
す
改
革
の
提
案
だ
と
述

べ
、
日
本
共
産
党
の
躍
進
で

暮
ら
し
を
応
援
す
る
改
革
を

と
う
っ
た
え
ま
し
た
。

都議選・参院選での躍進で都議選・参院選での躍進で
自民党政治を大本から変えよう自民党政治を大本から変えよう

　

４
月
11
日
、
ま
ち
づ
く
り

交
通
対
策
特
別
委
員
会
は
北

戸
田
駅
と
戸
田
駅
の
間
の
環

境
空
間
の
現
地
視
察
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

　

環
境
空
間
と
は
東
北
新
幹

線
・
埼
京
線
の
高
架
下
両
側

に
騒
音
や
振
動
、
日
照
不
良

な
ど
、
環
境
へ
の
影
響
を
和

ら
げ
環
境
を
保
全
す
る
た
め

20
メ
ー
ト
ル
ず
つ
確
保
さ
れ

た
緩
衝
地
帯
で
す
。

　

１
９
９
９
年
に
関
係
自
治

体
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
協
議

に
よ
り
確
認
書
お
よ
び
合
意

書
を
締
結
し
、
土
地
の
所
有

者
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
環

境
空
間
を
店
舗
や
作
業
場
、

保
育
所
、
駐
車
場
な
ど
に
活

用
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
市
が

利
用
面
積
の
３
分
の
１
に
あ

た
る
未
利
用
地
を
緑
地
や
緑

道
と
し
て
順
次
整
備
し
て
い

ま
す
。合
意
書
で
は
住
居
系
、

風
俗
営
業
、
騒
音
・
振
動
を

伴
う
工
事
等
で
周
辺
環
境
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の

あ
る
も
の
は
建
て
ら
れ
な
い

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
は
有
効
活
用
に
限

界
が
あ
る
と
し
て
、
今
年
３

月
17
日
に
市
と
の
話
し
合
い

に
よ
り
合
意
書
の
改
訂
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
大
き
く
変

わ
っ
た
点
は
、
住
居
系
と
し

て
活
用
で
き
る
と
す
る
点
で

す
。

　

住
民
説
明
会
が
25
年
２
月

15
、
19
日
に
お
こ
な
わ
れ

（
参
加
者
総
数
58
人
）、
私
も

15
日
の
説
明
会
に
参
加
し
ま

し
た
が
、
意
見
は
さ
ま
ざ
ま

で
、
な
か
に
は
住
居
系
は
時

期
尚
早
で
は
な
い
か
、
旧
地

権
者
と
の
合
意
は
取
れ
て
い

る
の
か
な
ど
の
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。
わ
ず
か
２
回
の
住

民
へ
の
説
明
で
は
、
不
十
分

と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ま
ち
づ
く
り
は
住
民
の
合

意
が
基
本
で
す
。
改
訂
後
の

整
備
に
関
し
て
は
、
十
分
な

情
報
公
開
に
よ
る
住
民
説
明

会
を
す
べ
き
で
す
。
住
民
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
納
得
の

い
く
整
備
を
求
め
て
い
き
ま

す
。（
ま
ち
づ
く
り
交
通
対

策
特
別
委
員
会　

花
井
あ
き

こ
）

池袋宣伝池袋宣伝
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日
本
共
産
党
の
辰
巳
孝
太
郎

　

日
本
共
産
党
の
辰
巳
孝
太
郎

議
員
は

議
員
は
1212
日
の
衆
院
予
算
委
員

日
の
衆
院
予
算
委
員

会
で
、消
費
税
減
税
を
要
求
し
、

会
で
、消
費
税
減
税
を
要
求
し
、

そ
の
た
め
の
恒
久
的
な
財
源
を

そ
の
た
め
の
恒
久
的
な
財
源
を

具
体
的
に
提
案
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
提
案
し
ま
し
た
。

　

辰
巳
氏
は
、
消
費
税
の
減
税

　

辰
巳
氏
は
、
消
費
税
の
減
税

や
廃
止
を
望
む
声
が
世
論
調
査

や
廃
止
を
望
む
声
が
世
論
調
査

でで
7878
％
（
Ｊ
Ｎ
Ｎ
）
に
の
ぼ
り
、

％
（
Ｊ
Ｎ
Ｎ
）
に
の
ぼ
り
、

「
要
求
対
話
」
で
共
産
党
本
部

「
要
求
対
話
」
で
共
産
党
本
部

に
寄
せ
ら
れ
た
声
で
は
「
暮
ら

に
寄
せ
ら
れ
た
声
で
は
「
暮
ら

し
に
不
安
が
あ
る
」
が
９
割
を

し
に
不
安
が
あ
る
」
が
９
割
を

占
め
る
と
指
摘
。
暮
ら
し
を
守

占
め
る
と
指
摘
。
暮
ら
し
を
守

り
不
安
を
取
り
除
く
た
め
「
一

り
不
安
を
取
り
除
く
た
め
「
一

番
効
果
的
な
の
が
消
費
税
減
税

番
効
果
的
な
の
が
消
費
税
減
税

だ
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

だ
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

石
破
茂
首
相
は
「
社
会
保
障

　

石
破
茂
首
相
は
「
社
会
保
障

の
財
源
を
話
さ
ず
消
費
税
減
税

の
財
源
を
話
さ
ず
消
費
税
減
税

の
話
を
す
る
の
は
無
責
任
だ
」

の
話
を
す
る
の
は
無
責
任
だ
」

と
強
弁
。
辰
巳
氏
は
、大
企
業
・

と
強
弁
。
辰
巳
氏
は
、大
企
業
・

大
金
持
ち
減
税
の
是
正
な
ど
で

大
金
持
ち
減
税
の
是
正
な
ど
で

消
費
税
５
％
減
税
の
た
め
の
恒

消
費
税
５
％
減
税
の
た
め
の
恒

久
財
源
を
確
保
す
る
日
本
共
産

久
財
源
を
確
保
す
る
日
本
共
産

党
の
提
案
を
示
し
ま
し
た
。

党
の
提
案
を
示
し
ま
し
た
。

　

辰
巳
氏
は
消
費
税
の
「
食
料

　

辰
巳
氏
は
消
費
税
の
「
食
料

品
非
課
税
」
で
は
な
く
、
平
均

品
非
課
税
」
で
は
な
く
、
平
均

的
勤
労
者
世
帯
で
年

的
勤
労
者
世
帯
で
年
1212
万
円
の

万
円
の

減
税
と
な
る
全
品
目
一
律
５
％

減
税
と
な
る
全
品
目
一
律
５
％

に
す
べ
き
だ
と
指
摘
。
財
源
策

に
す
べ
き
だ
と
指
摘
。
財
源
策

と
し
て
、
通
貨
安
と
円
安
を
招

と
し
て
、
通
貨
安
と
円
安
を
招

き
物
価
高
に
拍
車
を
か
け
か
ね

き
物
価
高
に
拍
車
を
か
け
か
ね

な
い
国
債
発
行
で
は
な
く
、
大

な
い
国
債
発
行
で
は
な
く
、
大

企
業
優
遇
税
制
を
や
め
、
所
得

企
業
優
遇
税
制
を
や
め
、
所
得

が
１
億
円
を
超
え
る
と
税
の
負

が
１
億
円
を
超
え
る
と
税
の
負

担
率
が
下
が
る「
１
億
円
の
壁
」

担
率
が
下
が
る「
１
億
円
の
壁
」

の
是
正
、軍
事
費
の
無
駄
削
減
、

の
是
正
、軍
事
費
の
無
駄
削
減
、

政
党
助
成
金
廃
止
な
ど
に
よ
る

政
党
助
成
金
廃
止
な
ど
に
よ
る

2020
兆
円
超
の
確
保
を
提
起
。

兆
円
超
の
確
保
を
提
起
。

　

首
相
は
「
共
産
党
と
議
論
す

　

首
相
は
「
共
産
党
と
議
論
す

る
余
地
が
多
分
に
あ
る
」
と
答

る
余
地
が
多
分
に
あ
る
」
と
答

弁
。
辰
巳
氏
が
、
石
破
首
相
の

弁
。
辰
巳
氏
が
、
石
破
首
相
の

「
法
人
税
を
下
げ
た
こ
と
が
決

「
法
人
税
を
下
げ
た
こ
と
が
決

し
て
思
っ
た
よ
う
な
効
果
を
あ

し
て
思
っ
た
よ
う
な
効
果
を
あ

げ
な
か
っ
た
」
と
の
国
会
答
弁

げ
な
か
っ
た
」
と
の
国
会
答
弁

や
、
や
、
2525
年
度
与
党
税
制
大
綱
の

年
度
与
党
税
制
大
綱
の

「
法
人
税
改
革
は
意
図
し
た
成

「
法
人
税
改
革
は
意
図
し
た
成

果
を
上
げ
て
こ
な
か
っ
た
」「
法

果
を
上
げ
て
こ
な
か
っ
た
」「
法

人
税
を
引
き
上
げ
る
」
と
の
方

人
税
を
引
き
上
げ
る
」
と
の
方

針
を
挙
げ
、「（
法
人
税
引
き
上

針
を
挙
げ
、「（
法
人
税
引
き
上

げ
も
含
め
）
財
源
確
保
の
た
め

げ
も
含
め
）
財
源
確
保
の
た
め

の
議
論
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

の
議
論
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

い
い
か
」
と
た
だ
す
と
、
首
相

い
い
か
」
と
た
だ
す
と
、
首
相

は
「
結
構
だ
」
と
答
え
ま
し
た
。

は
「
結
構
だ
」
と
答
え
ま
し
た
。

（『
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
』
５
月
13
日

付
よ
り
抜
粋
、
転
載
）

　

戸
田
市
議
会
は
、
公
職
選
挙

　

戸
田
市
議
会
は
、
公
職
選
挙

法
違
反
の
疑
い
で
逮
捕
さ
れ
た

法
違
反
の
疑
い
で
逮
捕
さ
れ
た

渡
邊
る
い
議
員
へ
の
対
応
に
つ

渡
邊
る
い
議
員
へ
の
対
応
に
つ

い
て
、
４
月

い
て
、
４
月
2121
日
、
緊
急
の
各

日
、
緊
急
の
各

派
代
表
者
会
議
を
開
き
、
①
現

派
代
表
者
会
議
を
開
き
、
①
現

時
点
で
の
情
報
共
有
②
浅
生
和

時
点
で
の
情
報
共
有
②
浅
生
和

英
議
長
名
で
市
議
会
と
し
て
の

英
議
長
名
で
市
議
会
と
し
て
の

声
明
を
議
会
Ｈ
Ｐ
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

声
明
を
議
会
Ｈ
Ｐ
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

媒
体
に
ア
ッ
プ
す
る
（
既
に

媒
体
に
ア
ッ
プ
す
る
（
既
に

ア
ッ
プ
済
み
）
③
今
後
進
展
が

ア
ッ
プ
済
み
）
③
今
後
進
展
が

あ
れ
ば
各
派
代
表
者
会
議
を
開

あ
れ
ば
各
派
代
表
者
会
議
を
開

き
情
報
共
有
し
、
必
要
と
あ
れ

き
情
報
共
有
し
、
必
要
と
あ
れ

ば
議
会
運
営
委
員
会
等
も
お
こ

ば
議
会
運
営
委
員
会
等
も
お
こ

な
う
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し

な
う
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し

た
。
た
。

　

そ
の
後
、
５
月
９
日
、
渡
邊

　

そ
の
後
、
５
月
９
日
、
渡
邊

氏
に
対
し
公
職
選
挙
法
違
反

氏
に
対
し
公
職
選
挙
法
違
反

（
買
収
）
で
略
式
起
訴
さ
れ
、

（
買
収
）
で
略
式
起
訴
さ
れ
、

罰
金
罰
金
4040
万
円
の
略
式
命
令
が
出

万
円
の
略
式
命
令
が
出

さ
れ
た
と
の
報
道
を
受
け
、
５

さ
れ
た
と
の
報
道
を
受
け
、
５

月月
1212
日
、
各
派
代
表
者
会
議
が

日
、
各
派
代
表
者
会
議
が

開
か
れ
、
①
議
長
名
で
声
明
を

開
か
れ
、
①
議
長
名
で
声
明
を

発
表
す
る
こ
と
。
②
今
後
も
情

発
表
す
る
こ
と
。
②
今
後
も
情

報
共
有
し
、
進
展
が
あ
れ
ば
各

報
共
有
し
、
進
展
が
あ
れ
ば
各

派
代
表
者
会
議
等
を
開
く
こ
と

派
代
表
者
会
議
等
を
開
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

を
確
認
し
ま
し
た
。

【戸田市議会の声明】【戸田市議会の声明】
　本市議会の議員が令和 7年 4月 20 日に公　本市議会の議員が令和 7年 4月 20 日に公
職選挙法違反の容疑で逮捕された件について、職選挙法違反の容疑で逮捕された件について、
令和 7年 5月 9日、罰金刑で略式命令が出さ令和 7年 5月 9日、罰金刑で略式命令が出さ
れたとの報道がありました。現時点では、刑がれたとの報道がありました。現時点では、刑が
確定した段階ではありませんが、今回、略式命確定した段階ではありませんが、今回、略式命
令という形で有罪判決がなされたことは大変残令という形で有罪判決がなされたことは大変残
念です。念です。
　市民の皆様にこのような不信感を招いたこと　市民の皆様にこのような不信感を招いたこと
につきましては心から遺憾の意を表明します。につきましては心から遺憾の意を表明します。
　市議会といたしましては、何より市民生活の　市議会といたしましては、何より市民生活の
利益を最優先とし、今まで以上に公正で透明性利益を最優先とし、今まで以上に公正で透明性
のある政策の推進に、全力で取り組んでまいりのある政策の推進に、全力で取り組んでまいり
ます。ます。
　今後とも皆様の理解とご協力を賜りますよう　今後とも皆様の理解とご協力を賜りますよう
お願い申し上げます。お願い申し上げます。

戸田市議会議長　浅生　和英戸田市議会議長　浅生　和英

渡
邊
る
い
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